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野山の香りいっぱい
玉川山野草会(会長・車田光雄)主催の展示会が、 5月24日、 25

日の2日間、就業改善センターのロビーで開かれ、愛好者たちの人

気を集めました。

今回出品された鉢は140鉢。ランの一種である可憐なエビネなど

が人気の的て¥訪れた人たちは初夏の野山の風情を楽しんで‘いまし

た。
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松平県知事に向意撃を乎渡す藤田村地権考会長(知事公館にて)

六
十
八
年
開
港
を
目
指
す
福
島
空

港
。
空
港
の
設
置
許
可
申
請
を
す
る

た
め
に
必
要
な
地
権
者
の
同
意
書
の

収
集
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
こ
の
ほ

ど
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

五
月
十
三
日
、
午
後
三
時
か
ら
知

事
公
館
で
行
わ
れ
た
同
意
書
の
受
納

式
で
、
藤
田
金
二
村
地
権
者
会
長
が

松
平
県
知
事
に
手
渡
し
た
も
の
で
す
。

式
に
は
、
須
賀
川
市
と
玉
川
村
の

各
地
権
者
会
の
代
表
ら
十
一
人
、
高

木
須
賀
川
市
長
と
小
針
村
長
、
そ
れ

に
斉
藤
市
議
会
議
長
、
佐
久
間
村
議

会
議
長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た。

の
面
積
は
、

を
合
わ
せ
た

こ
の
う
ち
、
玉
川

村

が

占

め

は

五

二

・

三

%

の

二
百
三
十
八
鈴
で
、
そ
の
う
ち
九
八

・
七
%
に
あ
た
る
二
百
三
十
五
い
わ
が

向
意
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
二
百
四

十
九
人
(
共
有
地
は
一
件
を
一
人
)

の
地
権
者
に
対
し
て
、
二
百
四
十
三

人
が
同
意
書
を
提
出
し
、
向
意
率
は

九
七
・
六
%
。
本
村
と
須
賀
川
市
を

合
わ
せ
る
と
九
七
・
二
Mm
に
達
し
ま

し
た
。こ

れ
を
受
け
て
県
で
は
、
遅
く
と

も
今
月
上
旬
に
は
国
に
対
し
て
許
可

申
請
を
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
国

の
許
可
は
通
常
の
場
合
、
九
十
日
以

内
に
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
許

可
が
下
り
次
第
、
地
質
調
査
が
ス
タ

ー
ト
す
る
ほ
か
、
用
地
買
収
価
格
の

私
こ
と
、
去
る
三
月
三
十
一
日

付
を
も
っ
て
玉
川
村
収
入
役
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七

年
四
月
よ
り
四
年
間
村
財
政
商
を

担
当
し
て
大
過
な
く
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
備
え
に
村
民

提
示
な
ど
地
権
者
と
の
本
格
的
な
交

渉
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
意
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、
福
島

空
港
は
六
十
八
年
三
月
開
港
に
向
け

て
一
歩
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
、
同

時
に
実
施
設
計
段
階
と
し
て
の
作
業

に
入
る
と
共
に
、
地
権
者
の
生
活
の

再
建
等
な
ど
細
か
な
対
応
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

甲

子

郎

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
、
ご

協
力
の
お
蔭
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
は
一
村
民
と
し
て
村
の
発

展
を
願
い
な
が
ら
、
健
康
に
留
意

し
、
常
に
精
神
を
若
く
し
て
社
会

の
進
展
を
見
つ
め
な
が
ら
、
後
半

の
人
生
を
芯
つ
く
り
か
み
し
め
村

づ
く
り
に
尽
く
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
相
変
ら
ず
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
玉
川
村
の
益
々
の
発
展

を
祈
願
し
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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対
象
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
百
十
四
人
で
、
乳
児
検
診
や
健
康

診
断
な
ど
を
と
お

し
て
心
身
共
に
発

育
が
良
好
と
認
め

ら
れ
た
二
十
五
人

(
男
十
五
人
、
女

十
人
)
が
選
ば
れ
、

こ
の
中
に
は
上
野

由
太
ち
ゃ
ん
、
あ

ゆ
美
ち
ゃ
ん
の
双

子
も
そ
ろ
っ
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

会
場
は
元
気
い

っ
ぱ
い
の
赤
ち
ゃ

ん
が
せ
い
揃
い
し

た
だ
け
に
に
ぎ
や

か
そ
の
も
の
。
村

長
か
ら
「
こ
れ
か

ら
も
愛
情
を
注
ぎ
、

未
来
を
担
う
子
供

た
ち
が
す
こ
や
か

な
成
長
を
さ
れ
る

よ
う
子
育
て
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」

昭
和
六
十
年
度
健
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
、
五
月
十
三
日
午
後
九
時
三

O
分
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

お母さんに抱っこされて晴れの表彰(写真は石井健ーちゃんとお母さん)

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
こ
の
あ
と
お

母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
健
診
な
ど
を
と
お
し
て
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
き

た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
助
産
婦
の
佐

久
間
ス
イ
さ
ん
か
ら
激
励
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
受
賞
者
を
代
表

し
て
野
崎
充
ち
ゃ
ん
の
わ
母
さ
ん
(
真

知
子
さ
ん
)
が
、
お
礼
の
言
葉
と
子
育

て
の
抱
負
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

石
井
健
一
(
和
夫
の
長
男
・
四
辻
新
田
)

有
賀
智
絵
(
徳
夫
の
三
女
・
吉
)

大
竹
正
之
(
俊
夫
の
長
男
・
川
辺
)

熊
田
綾
(
伸
郎
の
二
女
・

0

)

雅
子
(
泰
雄
の
二
女
・
小
高
)

潤
(
正
雄
の
二
男
・
南
須
釜
)

博
(
吉
徳
の
長
男
・
中
)

裕
美
(
正
国
の
長
女
・
山
小
鹿
)

泰
(
公
司
の
二
男
・
川
辺
)

寿
洋
(
洋
一
の
二
男
・
小
高
)

一
弘
(
一
徳
の
長
男
・
南
須
釜
)

和

宏

の

・

蒜

生

)

曲大矢須石増相
山木口欠藤森、子楽

防
団
が

五
月
二
十
三
自
(
金
)
郡
山
市
の
郡

山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

第
三
十
九
回
福
島
県
下
消
防
大
会
の

席
上
、
村
消
訪
団
(
仁
井
田
保
雄
団

ん
長
)
に
栄
え
あ
る
「
福
島
県
消
防
協

れ
会
長
旗
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
向
こ
れ
は
、
県
と
県
消
防
協
会
が
県

あ
内
消
防
団
の
活
動
実
績
、
消
妨
団
員

枇
仇
の
技
量
、
規
律
な
ど
を
審
査
し
た
結

初
出
果
、
わ
が
村
の
消
防
団
、
が
晴
れ
の
受

京
臨
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す

D

.
つ
将
司
ま
た
、
竜
崎
分
団
が
予
防
消
拐
の

ね
，
徹
誌
と
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
各

人
家
庭
の
巡
回
や
火
災
予
防
を
呼
ぴ
か

一一

け
、
無
火
災
分
間
と
い
う
こ
と
で
県

上
野
由
太
(
由
一
の
長
男
・
竜
崎
)

上
野
あ
ゆ
美
(
タ
の
長
女
・
。
)

矢
吹
昭
人
(
昭
夫
の
長
男
・
吉
)

塩
沢
弘
美
(
正
弘
の
一
ニ
女
・
南
須
釜
)

野
崎
充
(
倉
平
の
二
男
・
川
辺
)

小
山
田
佳
織
(
武
広
の
長
女
・
南
須
釜
)

塩
沢
義
寛
(
義
ニ
の
長
男
ク
)

大
和
田
聖
子
(
重
幸
の
長
女
・
川
辺
)

小
原
真
(
和
威
の
三
男
・
南
須
釜
)

矢
吹
愛
(
奨
好
の
長
女
・
岩
法
寺
)

鈴
木
常
稔
(
一
替
の
長
男
・
北
須
釜
)

鈴
木
い
つ
か
(
繁
一
の
長
女
・
吉
)

八
木
達
彦
(
喜
久
夫
の
長
男
・
南
須
釜
)

ゐ
宮

受
賞

消
防
協
会
「
竿
頭
綬
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
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ト
〈
児
童
・
生
徒

子

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、
先
に
児
童
・
生
徒

保
護
者
及
び
-一
般
を
対
象
に
し
た
「
青
少
年
育
成
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
今
月
か
ら
三
ロ
に
わ

た
っ
て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
健
全
育
成
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
家

庭

、

地

域

社

会

の

三

つ

の

領

域

の

中

で

の

子
供
の
生
活
実
態
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
と
共
に
、
青
少

年
問
題
な
ど
に
つ
い
て
子
供
と
父
母
の
意
識
を
探
っ
た

も
の
で
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
回
答

者
は
、
小
学
五
・
六
年
生
二
百
四
十
一
人
、
中
学
生
三

百
ニ
ヤ
二
人
、
高
校
生
九
十
人
)
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部活動も中学生にとっては楽しみの 1つ

高
学
年
ほ
ど
薄
れ
る

親
子
の
対
話

マ
起
床
時
間
と
就
寝
時
間

中
高
生
に
な
る
ほ
ど
起
床
時
間
は

遅
く
な
る
が
、
大
半
が
六
時
か
ら
七

時
に
起
き
て
い
る
。
ま
た
、
就
寝
時

間
は
、
起
床
時
間
に
比
例
し
て
中
高

生
に
な
る
ほ
ど
遅
い
時
間
帯
と
な
っ

て
い
る
。

マ
家
族
一
緒
の
食
事

朝
食
は
、
九
割
程
度
が
き
ち
ん
と

食
べ
て
い
る
が
、
家
族
全
員
で
の
食

事
に
つ
い
て
は
、
両
親
等
の
勤
め
や

仕
事
の
関
係
な
ど
で
朝
食
、
夕
食
と

も
ほ
ぼ
七
割
程
度
。

か
つ
て
は
タ
ブ

l
視
さ
れ
て
い
た

食
事
の
際
の
話
は
、
一
日
の
出
来
事

な
ど
を
話
し
合
う
場
と
し
て
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
1

1

こ
の
こ

と
か
ら
も
ど
ち
ら
か
は
一
緒
の
食
事

を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

マ
父
母
と
話
す
機
会

一
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
父
母
と

話
す
機
会
は
「
よ
く
話
す
」
「
話
す
」

が
小
学
生
で
は
六
二
%
、
中
学
生
は

五
四
%
、
高
校
生
は
四
一
%
と
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
親
子
と
の
対

話
が
薄
れ
て
い
る
。

子
供
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

な
ど
を
知
る
た
め
に
、
積
極
的
に
話

し
合
い
の
場
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
し

て
い
る
。

マ
親
か
ら
の
注
意

日
ご
ろ
、
ど
ん
な
こ
と
で
親
か
ら

注
意
を
受
け
る
か
の
聞
い
に
、
い
ず

れ
の
年
代
も
「
勉
強
」
が
最
も
多
く
、

次
に
「
整
理
・
整
と
ん
」
「
手
伝
い
」

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
小
学
生

で
は
十
八
%
か
ら
中
学
生
に
な
る
と

受
験
な
ど
の
関
係
じ
よ
る
「
勉
強
」

の
注
意
が
二
六
%
に
も
な
っ
て
く
る
。

マ
両
親
の
体
罰

両
親
か
ら
体
罰
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
か
、
に
つ
い
て
は
小
学
生
は
十

人
の
う
ち
七
人
、
中
学
生
は
五
人
、

高
校
生
は
三
人
が
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
学
年

に
な
る
に
つ
れ
て
体
罰
が
次
第
に
減

っ
て
く
る
と
い
う
現
象
は
、
親
の
注

意
の
仕
方
が
徐
々
に
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

マ
家
で
の
手
伝
い

各
年
代
と
も
「
よ
く
す
る
」
は
三
割
、

六
割
は
「
時
々
」
と
答
え
て
い
る
。

マ
余
暇
の
過
ご
し
方

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス
テ
レ
オ
が

一
位
。
中
学
生
は
約
六
O
%
を
占
め

て
い
る
。
小
学
生
二
百
四
十
人
の
う

ち
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
答
え
た
の
は
三

五
人
で
、
中
高
生
に
な
る
と
さ
ら
に

低
く
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
も
上
位
に

入
っ
て
い
る
。
(
左
図
を
参
照
)

ぼ

ん

や

り

そ

の

他

口
園
田

T

V
ゲ

l
ム

余暇の過ごし方

ス

ポ

ー

ツ

友
達
と
遊
ぶ

読
書
、
マ
ン
ガ

T
V
、
ラ
ジ
オ

ス

テ

レ

オ

100 % 

n
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ハU
n
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u
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μ
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F

・、
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マ
父
母
に
対
す
る
尊
敬
度

父
母
の
生
き
方
に
つ
い
て
尊
敬
し

て
い
る
か
に
は
小
学
生
の
八
割
が
「
は

い
い
で
、
中
高
生
に
な
る
と
て
二
割

減
っ
て
く
る
。
尊
敬
の
理
由
は
「
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
」
が
ト
ッ
プ
。
し
か

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
増
加
に
よ

っ
て
、
実
際
に
父
母
の
働
く
姿
を
見
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
事
実
と
な
っ
て
い
る

D

マ
「
家
庭
の
自
」

(
嬉
月
第
三
日
曜
日
)
に
つ
い
て

勺
全
然
知
ら
な
い
」
生
徒
は
、
全

体
の
一
一
了
四
割
。
ま
た
、
「
家
庭
の
日
」

を
「
実
施
し
て
い
る
」
、
「
た
ま
に

し
て
い
る
」
は
、
小
・
中
・
高
生
で

五
割
・
一
一
一
割
・
一
割
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
話
し
合
い
や
一
緒
の
食
事

を
あ
・
げ
て
い
る
。

ま
た
家
庭
で
の
あ
い
さ
つ
は
、
小

学
生
の
九
割
が
し
て
い
る
と
答
え
て

い
る
が
、
高
学
年
に
な
る
と
あ
い
さ

つ
は
影
を
ひ
そ
め
て
く
る
。

相

談

相

は

「
友
人
L

が

番

マ
学
校
は
楽
し
い
か

楽
し
い
と
答
え
た
の
は
小
学
生
八

一
%
、
中
学
生
四
八
%
、
高
校
生
六

四
%
。楽

し
い
と
感
じ
る
と
き
は
、
何
と

い
っ
て
も
っ
友
だ
ち
と
の
お
し
ゃ
べ

り
」
が
ト
ッ
プ
で
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、

「
休
み
時
間
い
、
「
遠
足
・
旅
行
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

マ
い
じ
め
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
か

社
会
的
な
問
題
と
し
て
マ
ス
コ
ミ

に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る

「
い
じ
め
」
の
実
態
は
、
形
態
の
多
少

が
あ
っ
て
も
四
人
に
一
人
が
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
無
視
、

仲
間
は
ず
れ
、
悪
口
な
ど
が
主
な
も

の
。
逆
に
「
い
じ
め
を
し
た
こ
と
が

あ
る
か
」
で
は
、
中
学
生
の
三
五
%
が

「
は
い
」
と
答
え
、

J
R
に
入
ら
な
い
ヘ

「
憎
ら
し
い
」
「
不
潔
」
な
ど
が
主

な
理
由
。
ま
た
、
「
た
だ
何
と
な
く
」

「
お
も
し
ろ
い
」
と
い
っ
た
遊
び
的
、

「
み
ん
な
が
し
て
い
る
か
ら
い
と
い

っ
た
集
団
行
動
的
な
も
の
も
見
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
c

マ
先
生
と
の
親
密
度

「
先
生
と
打
ち
解
け
て
話
し
た
り
、

相
談
し
た
り
す
る
か
」
は
、
ど
の
年

代
も
七
割
近
い
生
徒
が
「
ほ
と
ん
ど

な
い
」
と
答
え
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
先

の
親
密
度
は
低
い
。

マ
君
の
相
談
相
手
は

悩
み
や
心
配
が
あ
る
と
き
の
相
談

相
手
は
、
「
友
人
」
が
高
校
生
で
六

七
%
、
中
学
生
四
七
%
、
小
学
生
二

七
%
で
最
多
。
そ
の
ほ
か
、
小
学
生

の
「
母
親
」
二
二
%
と
相
談
相
手
が

「
い
な
い
」
と
答
え
た
小
中
学
生
が

外
と
多
い
の
も
目
立
つ
。

ま
た
友
人
の
数
は
、
小
中
学
生
と

も
「
六
人
以
上
」
と
予
想
よ
り
も
高

い
数
字
が
出
て
い
る
。

や

や

低

い

村
の
愛
着
心

マ
「
青
少
年
育
成

村
民
会
議
」
に
つ
い
て

中
高
生
の
約
半
分
は
「
知
ら
な
い
」

と
答
え
、
さ
ら
に
下
部
組
織
の
「
地

区
推
進
協
議
会
」
と
な
る
と
「
知
ら
な

い
」
が
七
割
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
。

マ
村
へ
の
愛
着
度
調
査

地域ぐるみで子供たちの育成を(四辻地区)

「
好
き
」
が
小
学
生
で
六
五
%
な
の

に
対
し
、
中
学
生
三
八

Mm
、
高
校
生

は
四
七
%
。
ま
た
、
将
来
村
に
住
み

た
い
か
は
、
小
学
生
六
八
%
、
中

学
生
五
一
%
、
高
校
生
で
は
三
九
%

に
減
っ
て
く
る
。
「
希
望
す
る
職
が
な

い
」
「
不
便
」
な
ど
が
主
な
理
由
で
、

「
都
市
へ
の
あ
こ
が
れ
」
も
か
な
り

多
い
数
に
な
っ
て
い
る
。

マ
村
に
欲
し
い
も
の
:
:
公
器

村
に
欲
し
い
も
の
は
、
小
学
生
で

は
公
園
、
商
岩
街
、
高
校
、
野
球
場

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

生
に
な
る
と
断
然
ト
ッ
プ
が
高
校
、

次
い
で
公
園
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
商

届
街
。
高
校
生
に
な
る
と
商
庖
街
、

公
園
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
が
目
立

っ
て
く
る
。
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昭
和
引
年
度

般
住
民
総
合
検
診
が

始
ま
り
ま
す

今
年
の
一
般
総
合
検
診
が
下
-記
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る

l
l
成
人
病
は
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
安

心
で
し
あ
わ
せ
な
生
活
の
た
め
、
年

に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
な

い
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

検

診

内

容

こんな笑顔も健康だからこそ

場
結
核
検
診
j
i
-
-
日
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
学
校
や
会
社
等
で
受
け

ら
れ
る
人
、
及
び
妊
婦
は
除
き
ま

す。

守
一
般
診
査
:
:
:
:
ω

歳
以
上
口

智
胃
が
ん
検
診
・

舗

v
肺
が
ん
検
診
:
:
:
:
ω

歳
以
上
の
希

望
す
る
人
。

持
参
す
る
も
の

尿
・
検
診
料
問
円
(
精
密
検
査
が

必
要
の
場
合
)
健
康
手
帳
・
受
診

券
・
健
康
審
査
録
・
胃
検
診
録
。

j主
=ez: 
恵、

事

項

ω歳
以
上
及
び
胃
検
診
を
受
け
る

人
は
、
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
来
て

く
だ
さ
い
。

圏圃圏園圏圃

11 辺|午前 7: 00 I川辺公民館
1 組 ~9 組 I ~ 9 : 00 I加登屋商庖隣

玉川村体育館
就業改善センター

川辺公民館
加登屋商店隣

山小屋公民館

竜崎公民館

玉川村体育館
就業改善センター

玉川村体育館
就業改善センター

i蒔

国
保
の
健
康
家
庭

添
田
さ
ん
ら
“
世
帯
を
表
彰

健
康
優
良
阻
ん
の
表
彰
と
あ
わ
せ

て
、
昭
和
六
十
年
度
国
民
健
康
保

険
の
健
康
家
庭
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

添
田
今
朝
吉
さ
ん
(
小
一
口
同
)
ら
十

六
世
帯
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
口

今
回
、
表
彰
を
受
け
た
健
康
家

庭
は
国
保
加
入
世
帯
(
て

O
七

六
世
帯
)
の
中
か
ら
、
国
保
税
を

完
納
し
、
家
族
が
医
者
に
か
か
ら

な
か
っ
た
家
庭
が
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。健

康
家
庭
の
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
呂
ご
ろ

の
健
康
管
理
を
た
た
え
ま
し
た
。
ま

た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
久
間
正

治
さ
ん
(
岩
法
寺
)
が
わ
礼
の
一
一
一
一
同
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

添
田
今
朝
吉
(
小
高
)
・
永
林
正
雄

(
中
)
・
矢
吹
ト
シ
子
(
同
)
・
大

竹
和
栄
(
岩
法
寺
)
い
大
竹
良
照
(
向
)

・
大
竹
益
夫
(
同
)
・
佐
久
間
正
治

(
同
)
・
村
越
正
臣
(
向
)
・
村
越

リ
マ
(
同
)
・
吉
田
勝
代
(
向
)

小
林
豊
司
(
竜
崎
)
・
小
林
美
喜
夫

(
同
)
・
仁
井
田
代
治
(
同
)
・
山 労者体育館

土
口

四辻農業研修所
塩田タミ子宅前

※当日都合の悪い人は、胃検診以外ならどの会場でも受けることができます。

須釜児童館

岩法寺公民館

館

隣
吉 公 民
矢吹商居

釜

釜

寺

須

須

法

山奇
j竜春
日男
/¥ 

ツ向
イ)

手塩
三 沢

宋

南
須
釜

辻

健康家庭で表彰を受ける佐久間正治さん
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
付
け

七
月
五
日
か
ら
ミ
ニ
バ
イ
ク
(
排

気
量
日
∞
以
下
の
バ
イ
ク
)
に
乗
る

と
き
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
(
違
反
点
一
点
)

ま
だ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な

い
方
は
「
J
I
S
h
s
」マ

l
ク
の
付

い
た
も
の
を
-
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
有
効
に
使

う
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
あ
み
だ
に
か
ぶ
っ
た
り
、

か
ぶ
ら
な
い
。

視
野
が
狭
く
な
り
、

I
 
B
 

E
 

l
 

t
 

-3
 

8
 

5
 

危
険
な
も
の
の

発
見
が
遅
れ

ま
す
。

②
あ
ご
ひ
も

は
必
ず
、

し
っ
か
り

と
締
め
る
。

あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
な
い
と
、
事
故

の
と
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
飛
ん
で
し
ま

い
、
頭
を
守
れ
ま
せ
ん
ロ

バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

i
l
こ
れ
を
ぜ
ひ

習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
。

目
深
に

捕まえる

小高の車田陽ーさんは、このほど1メートルも

あるとジャンホ‘鯉とを捕まえ、近所の話題になっ

ています。

このジャンポ鯉、水揚げ用の水溜りにいたもの

を車田さんが見つけ、悪戦苦闘の末、捕まえたも

のです。またこのほかに 8キ口、 5キ口、 4キ口

と計6匹の鯉が次々とあらわれ、二度ピ、ックリし

たとか。

10キロの最重量級の鯉は、ゅうに35年は過ぎて

いるという とヌシとに相当するもの。刺身なら30
人分は軽くとれるそうで、近日開かれる組対抗の

球技大会にみんなにふるまわれるということです。

とジャンボ鯉ミ

水道週間
6月1日--7日

水道は暮らしを

守るおかあさん

日
@
沼
通
沼
田

良
い
歯
で

よ
く
か
み
¥
よ
い
か
ら
だ

六
月
四
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

療
養

ι

己負一
一四

こ
の
た
び
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
本
年
五
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
、
今
ま
で
課
税
世

帯
で
自
己
負
担
限
度
額
が
月
額
五
一
、

0
0
0円
を
超
え
た
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
そ
の
超
え
た
分

を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
て
い

日
常
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
水
。
ま
た
、
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
暮
ら
し

を
支
え
て
い
る
水
道
の
水

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

λ
ノ
。

持
に
三
歳
ま
で
の
む
し
歯
は
親
の

責
任
で
す
。
歯
み
が
き
を
習
慣
。
つ
け

る
と
共
に
、
丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
よ

う
む
が
け
ま
し
ょ
う
。

度
額
が

」

i
i口コ

ま
し
た
が
こ
の
自
己
負
担
限
度
額
が

月
額
五
四
、

0
0
0円
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
非
課
税
世
帯
や
前
十
二
ヶ

月
で
四
回
以
上
高
額
療
養
費
に
該
当

し
た
り
世
帯
合
算
等
に
該
当
す
る
場

合
の
自
己
負
担
限
度
額
は
今
ま
で
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
る

「
簡
易
保
険
」

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
」
の
積
立

金
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
を
図

る
た
め
、
地
方
に
還
元
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

特
に
村
の
重
点
事
業
を
施
行
す
る

た
め
、
多
額
の
資
金
が
必
要
な
と
き
、

「
簡
易
保
険
」
の
積
立
金
か
ら
起
債
し

て
融
資
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

六
十
年
八
月
か
ら
着
工
し
、
今
年

の
四
月
一
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
農
村
情
報
連
絡
施
設
設
置
事
業
(
総

事
業
費
一
億
一
千
六
十
二
万
円
)
は
、

そ
の
資
金
の
一
部
を
「
簡
易
保
険
積

立
金
」
か
ら
融
資
を
受
け
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

山小屋地区にある無線中継局
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第
二
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室

好
天
に
恵
ま
れ
終
了

落

昨
年
に
続
き
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
硬
式
十
七
名
、
軟
式

十
五
名
の
参
加
希
望
者
が
あ
り
、
硬

式
軟
式
と
も
に
十
二
名
ず
つ
の
実
参

加
生
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
軟
式
だ
け
で
実
施
し
ま
し

た
が
、
皆
様
の
希
望
に
よ
り
今
年
は

硬
式
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

中
高
年
齢
者
は
軟
式
、
若
者
は
硬

式
と
年
齢
別
に
色
分
け
さ
れ
た
よ
う

な
編
成
に
な
り
ま
し
た
。

社
教
主
事

A 
口

美

克

ど
ち
ら
も
楽
し
く
意
義
あ
る
三
田

の
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
ま
し
た
が
、
第

三
回
巨
が
小
学
校
の
運
動
会
と
重
な

り
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
が
お
ら

れ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

来
年
は
、
も
う
一
、
二
週
間
催
期

日
を
繰
り
上
げ
て
、
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

D

よ
り
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
の

た
め
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

a 

昭和61年度唾囚哩画面
*参加希望者は公民館まで。

時
学習プログラム

楽
し
か

っ
た
テ
ニ
ス
教
室

ニie::.
早

テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

で
も
な
か
な
か
実
行
で
き
ず
に
い
ま

し
た
が
、
今
回
テ
ニ
ス
教
室
が
あ
る
と

知
り
、
基
本
を
習
う
よ
い
機
会
と
思

い
、
と
て
も
楽
し
み
に
参
加
し
ま
し
た
。

見
た
目
に
は
や
さ
し
そ
う
に
見
え

る
の
で
す
が
実
際
は
難
し
く
、
う
ま

く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講
師
の

先
生
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
指
導

し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
自
分
な
り
に

納
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お

‘、---zd ，
， 

針

高橋兼之
塩沢正勝

みんなで.Iカラオケ
歌おっ

玉川村保健婦永林美代子

閉講式 i今一我が村では、知
夢が育つ村|っておきたいあれぬi玉川村助役

ロンドン大卒
アン金子先生

生
師
先

諮
問
エ

{
至
ズ

教
シ

ケ
榊

オ一フム刀石鏡

な
っ
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

三
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
テ

ニ
ス
教
室
で
し
た
が
、
楽
し
く
、
有

意
義
で
自
分
な
り
に
満
足
で
き
ま
し

た
。
残
念
な
こ
と
に
参
加
者
が
少
な

く
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に

こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
に
親
し
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

D

ま
た
、
マ
ナ
!
に
つ
い
て
も
教
え
て
い

た
だ
き
、
真
の
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

ニューメディアと郵{更

生活と郵便局

外国を . I風俗・習慣の違い|イギリス
知ろっ

洋

(
中
)

円谷信男

A
7
年
度
の
青
少
年
育
成
村
民
会
議

の
総
会
が
五
月
十
七
日
、
就
改
セ
ン

タ
ー
で
、
会
長
の
小
針
村
長
怯
じ
め
~

約
六
十
人
の
代
議
員
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
の
あ
と
、

A
7
年
度
の
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
規
約
の
一
部
改

正
で
は
事
務
局
を
住
民
課
か
ら
教
育

委
員
会
(
公
民
館
)
に
移
管
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
各
地
区
で
の
地
区

総
会
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。
地
区
推
進
協
会
長
を
中
心

に
、
具
体
的
で
実
践
的
な
事
業
の
展

開
を
図
り
な
が
ら

H

村
民
総
意
に
よ

る
青
少
年
の
健
全
育
成
H

を
す
る
た

め
の
努
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
も
住
民
運
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

青
少
年
育
成

村
民
会
議
総
会
開
く

a お
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保
険
料
は
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
ヶ
月
七
、

一
O
O円
(
付
加
年
金
加
入
者
は
七
、

五
O
O円
)
で
す
が
、
三
ヶ
月
分
合

せ
て
納
め
る
納
期
限
が
決
め
ら
れ
、

第
一
期
が
六
月
二
十
五
日
、
第
二
期

八
丹
二
十
五
日
、
第
三
期
十
月
二
十

五
日
、
第
四
期
十
二
月
二
十
五
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
第
一
期
の
納
期
限
で
す
。

農
業
・
商
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
厚

生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
に

略

説;
鎚

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
配
偶
者
は
第
一

号
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
個
々
に
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
万
一

の
病
気
や
事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
や
、
不
幸
に
し
て
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
た
と
き
な
ど
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
老
齢
基
礎

年
金
も
期
間
不
足
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
口

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

免
除
の
手
続
き
を

① 

l川

親

父

の

非
行
少
年
と
し
て
補
導
さ
れ
た

子
供
が
、
自
分
の
育
っ
た
家
庭
を

顧
み
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
か
、

楽
し
か
っ
た
と
言
う
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
か
に
、
不
自

由
の
な
い
生
活
を
し
て
い
た
こ
と

を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
家
庭
の
雰

囲
気
は
冷
た
く
、
潤
い
が
な
く
、

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

J:舟
主夫

機

嫌要
す
る
に
つ
ま
ら
な
か
っ
た
、
と
言

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

さ
ら
に
詳
し
く
聞
い
て
み
ま
す
と
、

家
庭
で
の
父
親
が
い
つ
も
不
機
嫌
で

さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
っ
た
り
、
ム
ッ

と
黙
っ
て
い
て
、
心
の
通
い
合
う
話

な
ど
で
き
な
か
っ
た
と
一
一
一
日
い
ま
す
。

父
親
は
多
く
の
場
合
、
そ
の
家
庭

失
業
し
た
り
病
気
療
養
な
ど
の
理

由
で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
が
免
除
に
な
る
に
は

一
定

の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
七
月
末
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
基
準
に
該
当
す
れ

ば
、
今
年
の
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
の
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方

は
印
鑑
と
保
険
料
納
入
通
知
書
を
持

参
し
て
、
役
場
住
民
課
窓
口
ま
た
は

須
釜
支
所
窓
口
に
申
し
出
で
く
だ
さ

の
中
で
年
齢
的
に
は
最
も
上
で
、
生

活
を
支
え
て
い
る
人
で
す
。
そ
の
父

親
が
家
庭
の
中
で
明
る
く
機
嫌
よ
く

振
る
舞
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
家

庭
全
体
の
空
気
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。
父
親
の
機
嫌
が
よ
け
れ
ば
概
し

て
母
親
も
機
嫌
が
よ
く
、
子
供
に
も

明
る
い
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
す
。

家
庭
外
で
仕
事
を
も
つ
父
親
が
帰

宅
す
る
と
き
に
は
、
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
か
な
り
疲
れ
て
い
る
の
が

普
通
で
す
。
で
す
か
ら
、
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
る
よ
う
に
と
い
う
の

は
無
理
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
父
親
は
自
分
の
心
の
状
態

ご
存
じ
で
す
か

日
曜
・
祝
日
の

通
話
料

日
曜
日
と
祝
日
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話

料
金
が
、
平
日
の
四
割
引
に
な
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か

D

た
だ
し
、
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
地
域
で
す
が
、
昼
間
で
も
平

日
の
四
割
引
と
大
変
わ
得
で
す
。

た
と
え
ば
、
村
内
か
ら
東
京
へ
の

三
分
間
の
通
話
料
金
は
、
平
日
で
は

二
百
六

O
円
で
す
が
、
日
曜
、
祝
日

に
な
り
ま
す
と
百
十
円
台
得
の
百
五

が
家
庭
の
雰
囲
気
に
影
響
す
る
こ
と

を
よ
く
承
知
し
て
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
帰
宅
し
た
父
親
が
仕
事
の

こ
と
な
ど
忘
れ
て
機
嫌
よ
く
心
を
開

い
て
い
れ
ば
、
自
然
に
子
供
と
の
心

の
交
流
も
で
き
て
き
ま
す
。

家
庭
の
中
に
対
話
が
必
要
だ
と
い

わ
れ
、
そ
れ
を
促
す
た
め
に
標
語
ま

で
つ
く
っ
た
市
役
所
も
あ
る
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
お
互
い
に
心
を
温
か

に
す
る
よ
う
な
対
話
と
い
う
も
の
は

「
さ
あ
こ
れ
か
ら
対
話
を
し
よ
う
」

と
言
っ
て
始
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
互
い
に
好
意
を
も
っ
て
い

る
人
が
気
持
ち
よ
く
話
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
心
の
理
解
は
深
ま
る
の
で
す
。

O
円
で
済
み
ま
す
。

そ
の
他
、
主
な
地
域
の
三
分
間
の

通
話
料
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

玉川からの3分間の通話料金
と
の
こ
と
は
親
と
子
に
つ
い
て

も
同
じ
よ
う
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

父
親
が
出
張
で
不
在
だ
か
ら
楽
し

い
と
い
う
家
庭
よ
り
も
、
不
在
だ

か
ら
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
家
庭
の

ほ
う
に
非
行
少
年
は
出
に
く
い
の

で
す
。家

庭
で
の
父
親
は
ま
ず
機
嫌
が

よ
く
、
子
供
か
ら
好
か
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
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こ
れ
か
ら
は
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
外
に
出
る
機
会
が
多
く
な
る

シ
ー
ズ
ン
で
す

D

空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
も
多
く
な
り

ま
す
。

お
出
か
け
の
際
は
、
空
き
缶
、
ゴ

ミ
等
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
美
し
い
環

境
守
つ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

間
開
閤
盟

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
に
ご
協
力
を

河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が

七
月
十
三
日
(
日
)
に
県
内
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
村
で
も
行
政
区
ご
と
に

河
川
環
境
の
浄
化
を
図
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

う

ま

と

い
で

ざ

め

ご
お生誕お

(4月届出分)

す
。
な
わ
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
各
区
長
さ
ん
を
と
お
し
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正

六
月
白
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
正
さ
れ
る
点
は
、
住
民
票
の
写 保護者名

正 二
章一

真

良夫

孝雄

{建

孝

直美

勲

出生児氏名

石森理恵

真弓照香

溝 井 真 人

車田絡

栗崎明日香

溝井まな美

大川内勇太

吉 村 麻 美

関根友理恵

区

辺

生

高

埼

釜須

竜

南

// 

今

地

川

事

卜

I
l
t
-小
ノ

‘

し
等
を
交
付
す
る
に
あ
た
っ
て
は
特

別
な
請
求
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
本

籍
、
筆
頭
者
、
世
帯
主
と
の
続
柄
を

省
略
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
を
図
る
目
的
で
改
正
さ
れ
る
も
の

で
す
。な

お
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
の
謄

抄
本
を
交
付
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。3，718人(+8) 

村の よ う す

(61年 5月1日現在)

4圏匝愚

恒三j 1，5伊(十 4)

t I 7，506人(十日)

2 
g 四辻新田3，788人(十 5) 

男

おくやみ

申し上げます

地区死亡者氏名年令世帯主名

川 辺須藤忠治右衛門 78 寛

北須釜塩津清徳 59 清

野口房ノイ 76 治

(4月届出分)

。

玉
川
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が

会

員

募

集

玉
川
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
只
今

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

朝
の
新
鮮
な
空
気
の
中
で
、
テ
ニ

ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
練
習
は

毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
の
朝
五
時
半

か
ら
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で

是
非
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

(
代
表
)
吉
田
義
之
宮
一
毛
l
=一
九
四
六

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

@
吉
の
須
釜
康
善
さ
ん
か
ら

一
万
円




